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第12回「水にかかわる生活意識調査（2006年）」

「都会っ子はプール派」

新聞はどこにニュース性を感じるか

ミツカン水の文化センター企画、鳥越皓之・嘉田由紀子・陣内秀
信・沖大幹　編による『里川の可能性』が新曜社より出版されまし
た（税込￥2,310）。目次は以下の通りです。
是非、ご高覧ください。

『里川の可能性』利水・治水・守水を共有する

序　　いまなぜ里川なのか 鳥越皓之

第１章　里川の意味と可能性 利用する者の立場から
荒川康＋鳥越皓之

第２章　里川と異質性社会 あらそう人びと、つながる人びと　
菅　豊

第３章　里川への経済学的アプローチ 矢作川の保全活動から　
太田隆之＋諸富徹

対　談　他者との対話から生まれる川の物語

平田オリザ×嘉田由紀子
第４章　半自然公物としての里川 千年持続する河川技術から考える

沖大幹
対　談　川への思い入れが拡げる新たな公 島谷幸宏×沖大幹

第５章　流れから見たエコシティ 難波匡甫＋陣内秀信

対　談　「まち川」が多様な人びとを結びつける

吉見俊哉×陣内秀信
第６章　書誌「里川」 古賀邦雄

終　章　里川を求める思想 川とつきあいたい理由　　鳥越皓之

里川宣言 利水・治水・守水の共有　　ミツカン水の文化センター
里川プロジェクトチームの研究テーマ
わたしの里川写真
里川を考えるためのブックガイド50

当センターでは、毎年６月に「水にかかわる生活意識調査」を東京、名
古屋、大阪の約620名を対象に実施し、７月に結果を公表しています。こ
れまでの10年間の調査結果はセンターホームページでご覧いただくことが
できます。ここでは、最新の調査結果から、注目された項目についてご紹
介いたします。

Ｑ　あなたが泳ぐとしたら

「清潔な水のプール」と「自然の川・海」のどちらがいいですか。

１．「清潔な水のプール」のほうがいい。

２．どちらかというと清潔な水のプール。

３．どちらともいえない。

４．どちらかというと「自然の川・海」

５．「自然の川・海」のほうがいい。

自然の中で泳いだことのない子供が過半数に達する中、実際に泳ぐとし
たら衛生的な「プール」と、自然の「川・海」どちらが好まれるのか。自
然派（「川・海がいい」、「どちらかというと川・海がいい」）が41.５％、プ
ール派（「プールがいい」「どちらかといとプールがいい」）が39.７％と、
両者が拮抗している結果が出ました。

『水にかかわる生活意識調査』は32の主要設問からなっていますが、結
果が７月20日に公表されると、新聞各紙がもっとも注目したのがこの設問
でした。

見出しは「現代っ子はプール派？－川や海で６割泳がず」

今年の夏は、海や、安全が確保されているはずのプールで子供の事故が
相次ぎ、社会的問題として意識されるようになったことも注目原因の一つ
だったようです。

この設問の意図は、泳ぐ場面で人はどの程度「衛生感」を気にするかを
調べることにありました。ところが、いざ結果が公表されると、「水遊びの
場で子供が身を守れなくなっている」という新聞が設定した文脈で引用さ
れることが多く、「自然の水との接触機会が少ない」ことにニュース性が与
えられたことがわかります。

『里川の可能性』
出版のお知らせ
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水の文化

第24号

ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

■水の文化24号予告

特集「舟運の流通史」（仮）

舟運は、河川と海をつなぐ物流ネットワークで

あるとともに、人々の商い関係を形作ってきま

した。港町が最先端の情報拠点だった時代もあ

りましたし、今あらたな交通モードとして注目

されている地もあります。人は舟運に何を求め

てきたのでしょうか。

『水の文化』に関する情報をお寄せください

本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水との関わり」

に焦点を当てた活動や調査・研究などを紹介していきます。

ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる地域

に根差した調査や研究などの情報がありましたら、自薦・他

薦を問いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

ホームページのお問い合せ欄をご利用ください

http://www.mizu.gr.jp/

水の文化バックナンバーをホームページで

本誌はホームページにてバックナンバーを提供しています。

すべてダウンロードできますので、いろいろな活動にご活用

ください。
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公
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、
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見
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、﹁
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﹂
の
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し
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入
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頼
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縛
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﹂
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︶
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今
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﹂
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﹂
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﹂
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﹁
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﹂
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。
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。
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セ
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だ
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近
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